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ジョージ・エリオットの小説
一一視覚的アプローチ(1)一一
津田聖子
ヘンリー・オースター CHenryAuster) は『アダム・ピード~ CAdam sede)において，
ジョージ・エワオット CGeorgeEliot)は視覚的な観点から，道嬉的かつ芸街的に考えることを
始めた/lとのべているが，幼年時代へのノスタルジーから生まれた最初の長編小説『アダム・
ピード』に始まり，後期の知的想強力による創作にいたるまで，後女の小説には絵画など説覚
に訴える手法が重要な場面でみられる。本稿では『アダム~， ~ロモラ~ CRomola)，そして， ~ミ
ドルマーチ~ CMiddlemarch)の中から代表的な絵画的手法を取り上げ，新しい光を当てその中
に密かに諾されているかもしれない作者の心象風景を向性・同年代の目で探ってみたい。言葉
の絵を鑑ていくプロセスの中で，エザオット特有の複雑な深層心理を浮上させることが拙論の
E的である。
『アダム・ビード』の17章「閑話休題J(“In which the Story Pauses a Little")で，エリ
オットは
高貴な糧神の持ち主が大抵軽蔑する多くのオランダ絵画を本が好むのは，希にみる貴重
な真実を表す性賓のためで、ある。華麗 P 赤貧，悲康的な苦しみ，世論をかき立てる行動の
人生よりも，間患の 多くの人関に共通の運命となった単純，素朴な生活を忠実に描写し
た絵に楽しい共惑をおぼえるのである。
とのべている。ここで言うオランダ絵画とは，カラバッジョに始まりレンプラント，フェル
メール，さらにはルーペンスにいたるまで，比較的広い範盟を意味していると考えてよいだろ
う。彼女は『アダム』執筆中， ミュンヘンで，オランダ派の後継者で，バロックの巨匠ノレ一ペ
ンスの絵をしばしば晃に行ったが，彼の絵は他のいかなる画家よりも感銘を与えたと書いてい
る。
. . at present， Rubens more than any one else makes me feel that painting is a 
great art and that he was a great artist. His are such real， breathing men and 
women -men and women moved by passions， not mincing and grimacing and posing 
in mere apery of passion ~ What a grand， glowing forceful thing life looks in his 
pictures-the men such grand and bearded grappling beings fit to do the wo出 ofthe 
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world， the women such real mothers. 
しかし，小説全体からみればレンプラントがし、ちばん大きな影響を与えたようである。オラ
ンダは17t世紀，スペインに代り一大海運固になり，富める階級が自己顕示のため注文した集団
時像画が流行した。しかし， 18世紀，オランダに繁栄のかげりが晃られ，古典主義の復活によ
り醜いものは嫌われ，人間の姿をあまりにもリアルに措いたレンプラントの人気は下火になっ
たが， 19世紀，ロマン派の台頭により再びブームとなった。後は光と影のコントラスト?こよ
り，平凡な人間の内面を映し出し，画面にドラマッチックな緊張感を与え，時代を超越して見
る者の心に訴える力が再評価された。ちょうどこの時期にエワオットは小説家としてスタート
し，明暗法を登場人物の心理描写に採り入れたのである。
『ア夕、、ム・ピード』の重要な絵画的表現をいくらかみてみよう。まず第2章，メソジスト派の
女説教師夕、、イナ・モリス (DainahMorris)が，ヘイスロープ村にやってきて初めて説教をする
場面である。
Dinah walked as simply as if she were going to market， and seemed as unconscious 
of her outward appearance as a litle boy: there was no blush， no tremulousness， '" 
no casting up or down of the eyelids， . 
She stood with her left hand towards the descending sun， and leafy boughs 
screened her from its rays; but in this sober light the delicate colouring of her face 
seemed to gather a calm vividness; like flowers at evening. It was a small oval face， 
of a uniform transparent whiteness， with an egg-like line of chee註andchin， a ful but 
firm mouth， a delicate nostril， and a low perpendicular brow， surmounted by a rising 
arch of parting between smooth locks of pale reddish hair. The hair was drawn 
straight backむehindthe ears， and covered， except for an inch or two， above the 
brow， by a net Quaker cap. The eyebrows. of the same colour as the hair， were 
perfectly horizontal and firmly penciled; the eyelashes， though no darker， were long 
and abundant; nothing was left blurred or unfinished. 
夕、、イナの顔にはアンタゴニスト，ヘティ・ソレル (HettySorrel) 0)特徴である自意識と童栄心
の象徴，“blush" “tremulousness" ，“up or down of the eyelids."はない。神々しい雰盟気の
夕、、イナを画面の中心に配して，まわりを妻子奇と感動の昌で見守る村人達が取り巻いている。木
の葉語れの夕日を受けて透明な顔は光り輝き，後光をさした女神おようであり，かすかに色づ
いた白い花のようでもある。クエーカー教徒の帽子?こ髪を包み，灰色の自は柔和で，観察して
いると言うよりは愛の光を投げかけているようだ。光と影と控えめな色調で、描かれたこのポー
トレイトにはレンプラントを代表とするオランダ派の集団肖橡画の影響が惑じられる。
次に， 2入のヒロイン，夕、、イナとへティーの対照を浮き彫りにする 15章の 2つの寝室j
一部一
〈“TwoBed Cham bersづを見てみよう。ここでは光源は月光である。外には足が出て部屋の
中は何とか見える。敬けんなクリスチャンは宗教上の議式を月明りが怠れば行うが，ヘティ辻
2本のローソクを取り出し，彼女特有の「昌己崇拝」の犠式をおこなう。鏡に向かつて黒髪の
巻毛を櫛けずり，色白の首を浮き立たせ，ドニソーン家の貴婦人の当像画と同じポーズをと
り，アーサー・ドニーソーン (ArthurDonnithorne)大尉の優しい声と彼の腕と彼の髪の芳香
に酔いしれる。
一方，夕、、千ナ試隣室で窓の外の月光に輝く牧草地を眺めながら，この地の住人たちの苦難を
思いやっていた。後女は蒼自い月光を港びて，神の存在を感じ槙想する。彼女はしばしば月光
と共に描かれるが，恐らく「貞節と稽麗の中の精神的光暁/)を示すのであろう。披女はフェル
メールの絵のように窓のそばで光線を浴びながら聖書をひろげ，彼女の取るべき行動を知り，
隣の部墨をノックする。
What a strange contrast the two figures made ~ Visible enough in that mingled 
twilight and moonlight.耳目ty，her cheeks flushed and her eyes glistening from her 
imaginary drama， her beautiful neck and armsちare，her hair hanging in a curly tangle 
down her back， and the baubles in her ears. Dinah， covered with her long white 
dress， her pale face ful of subdued emotion， almost like a lovely corpe into which the 
soul had returned charged with sublimer secrets and a sublimer love. (ch.15) 
黄昏の月明かりの中， 2人は顕著な対照を視せる。へティーは身分違いのアーサーの妻になる
夢で頬を染め，目を潤ませ，美しい首と擁は露わで，巻き毛は背中に垂れ下がり，耳tこは安物
のイヤリングが光っている。白いドレスに身を包んだダイナの「蒼白い顔には和らいだ感情が
溢れ，魂が前にもまして崇高な神秘と愛を帯びて蘇った美しい遺体jのようで怠る。足光とま議
濁の光の象徴的な対比により，へティの自己掬酔とダイナの外界への慈悲心のコントラストを
際だたせる。再じような手法は， [Jミドソレマー チiの12章における，黒髪で色黒の不器量なメア
ヲー (MaryGarth)と，金髪，色白の美女ロザモンド (RosamondVincy)わ対北に見られる
が，鏡の使い方を工夫して一層ドラマティックな効果をあげている。
「メアリー・ガースは2人の水の精一一一人は鏡の中，一人は鏡の外-vこ挟まれ，ますます
不器量に見える。」ロザ、モンドは，へティのように美しく逗栄心の強い，ばらのイメージのエゴ
イストであるが，メアりーのように器量は悪いが聡明な女性は，エジオットのお気に入りであ
る。{レンプラントなら喜んでメアワーを措いて，知的な誠実さの現れた館り気のない顔を，
キャンパスから覗かせたこどだろう。なぜなら正直さ，真実を語る公正さ，それがメアリーの
第ーの美徳であった。j とコメントする。
絵画手法によるダイナとへティーの内面描写のドラマティックな効果はお章の f牢獄J(in 
the Prison)でクライマックスを迫える。夕、、イナは，死刑執行を翌日に控えておののくへティに
蟻悔させるため，牢屋を訪れるが，荘厳な夕べの光はメソジストの帽子を被ったダイナの蒼白
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い顔を，薄暮に咲く自い花のように見せる。看守が暗がりの中， ドアを開けると彼の手のカン
テラは，独房の鴇にうずくまっているへティーを照らし出す。 .2つの蒼白な顔は対面し，一方
には激しい絶望が，飽方tこは悲しい機関のd情が溢れていた。J
ダイナはへティーに罪の告白をさせようとするが，かたくなに機悔しないので夕、イナは主に
向かつて，次のように叫ぶ。
“She trembles only at the pain and death of the body: breathe upon her thy 
life-giving Spirit， and put a new fear within her-the fear of her sin.立akeher dread 
to註eepthe accursed thing within her soul: makes her feel the presence of the living 
God， who beholds al the past， to whom the darkness is as noonday; who is waiting 
now， •.. for her to turn to him， and confess her sin， and cry for mercy-now，ちefore
the night of death comes， .. 
「肉体の苦痛と死の恐怖」に震えるへティーに，新たなる恐捕一一「彼女の罪の恐怖」を吹き込
み， Iかたくなな心を溶かし，関じた唇を需き，彼女の心底から，主よ，わたしは罪を犯しまし
たと叫ばせてくださし、」と祈るので島る。この直後，へティはダイナむ腕にくずれ真実を告白
する。最終的には，権力者アーサーの奔走でへティは死刑を免れたものの，オーストラリアへ
流剰となり，はるばる婦冨の途上病死するのである。「結びーで，噂の婚約者セスではなく，ア
ダムと結婚して幸せに暮らしているダイナの姿があり，彼女はアーサーの身を気遣い，へティ
の消怠については「あの気の毒な放浪者j の死で片づけている。
エリオットは静かな美人夕、、イナとのコントラストによってへティの美しさの特設を際だたせ
るが，それは， I黒く長いまつ毛の護い鳶色の目が，詐歎，公金横領，愚鈍を伴う場合のあるこ
とを，経験上わかっているものの，脊後にある深い魂をつい期待してしまうものである。Jと結
論づけるための準積で、ある。「実際，立派な婦人というもの辻，概して，年をとっていて醜いj
ものであり， :美という美しき偽りわ復面に隠された道徳的欠臨を最初に見つけるのは，一般
に女性の自である。 (ch.15)J
ロパート・スピート (Ro己ertSpeaight)は， :へティ・ソレノレは『アダ、ム・どード』の中で
もっとも魅力的な人物である。……どの点においても，後女は我々の同情を禁じえない。-
彼女の罪はポイザ一夫人のおしゃべりと同議自然なものである。それは温かし、車とハートから
生じるものである。/lと述べているが，実際，娘時代にありがちな色馬の王子様に焦がれるこ
とがどれほどの悪徳というのだろう。 19世紀を風摩した不可知論や決定論などの新思想、の影響
を受けながら，本賞的には探守主義であったエワオットを，ウオルター・アレン (Walter
Allen)は急進的保守主義者と呼び，その保守性は伝統重視の考えに現れており，彼女はすべて
の人聞が規定の地位や義務を果たしている秩序整然たる階級社会の生活様式を好んだとのべて
いるへ
「自い手袋をした紳士がオリンピアの神のように，卑しい百姓娘のへティを幻惑させた」こと
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は，エリオットにとって，アーサーの罪ではなく，措級社会の秩序破戒者としてのへティの罪
となる。アーサーは，自分の子を妊娠したへティが患いあまって子どもを捨てその子が死んだ
ため死刑の宣告を受けた碍，島涜しに減刑させた心憂しき王子さまということになる。
アレンは fへティの美しい官能性は見事に措かれていて，この小説の中で彼女と出会う人物
はすべてそれを感じ，読者もまたそうで島る。しかし，ジョージ・エワオットにとっては，そ
のことはへティの欠点であり，それ自体非難すべきことのようである。ジョージ・エジオット
は長記作家によると，自らを醜いと患いそのことを意識しすぎていたらしく，自分の小説の中
で自分とは違って美しい女性には屈辱を与えずにはおれなかったように見えることもある。彼
女は性的欲情を許せなかったようだσ へティは欲清の犠牲になり，また也の人々に欲d情を起こ
させるために，苦痛をうけねばならぬのである。戸とのべている。しかし，美しい女性といっ
てもエリオットの分身ドロシアや，叔母の分身夕、イナは聖女として美fヒされている。エリオッ
トは，虚栄心の強い愚鈍な美女には情け容赦なく，とりわけへティには冷酷であった。しか
し，男性遍歴の多い作者が女性の欲情を許せなかったとは考えられない。おそらく世間の非難
をかわすためのカムフラージュであったろう。
17章で，エリオットは「華麗，赤食，悲車目的な苦悩む人生より，多くの人間の単調で素朴な
生活を忠実に描写したオランダ絵画に楽しい共惑の泉を見出す」といった趣旨のことをのべた
が，われわれは彼女の描写に，楽しい共感の泉を晃出すわけにはいかないのである。 ドラマ
チックな視覚手法がへティとダイナの対黒を顕著にすればするほど，エジオヅトのイ圏人的な感
清移入が百障りとなり，共感どころか反惑さえ抱かせるのは皮肉なことである。
絵画との関係があらゆる意味でもっとも深いのはやはり『ロモラJであろう。
fノレネッサンスの絵画や影刻は，背景，登場人物，あるいは小説の構成要素として，歴史絵巻
を彩り，人物の内面を挟す鏡となっており，登場人物の一人で怠る実在の酉家の視点を通して
描かれる。 1860年 3月，エリオットは，フィレンツェにおもむいた。サヴォナローラの人生や
時代が歴史小説の好題材になると直感したルイスの勧めで，その気になりわ，前期小説の舞台
である故郷の田富地帯を捨て，知的創イ乍の世界に飛び込むことになった。彼女は38歳で小説を
書き始めて以来 ，Scenes 01 Clerical Lije， Adam Bede， The Mill on the Floss， Silas 
Marnerなど続々と発表しているが， wロモラ』が着想、から完成まで3年もかかったのは異例の
遅筆で，ロンドンの美術館は言うに及ぼずフィレンツェを再訪して資料集めと研究のため，美
術館や函書館に何度も足を運んだので怠る。したがって，彼女が知的な読者に期待しているで
あろう予備知識をもって読めば，正確な時代考証に裏付けられた歴史的背景の中で時代精神を
象徴する絵画が彼女のテーマと密接に結びついていることがわかる。
後女は，夕、、・ヴインチと同時代の奇人画家ピエロ・ディ・コジモ CPierodi Cosimo)の視点
を通して，エゴイスト，ティート・メレーマ CTitoMelema)が，捨て子の身から美貌と好智を
武器に最上層までのし上がり，ネメシスのtt酬を受けて敢えない最期を遂げるまでを，知的で
美しい名門の令嬢ロモラの運命と絡ませて措いている。コジモは一般向きではないが，彼の
「キリストの受肉jは，ダ・ヴインチの「受胎告知j と並んでウフィッツ美箭館に展示されて
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おり，幻想の載れを撞く神話的な画想にかけては第一入者で、あった。
エリオットは， i外観は，内面をあらわす紋章か時計の文字盤のようなものとみなされてい
るが，人間の精神はそんな簡単なもので誌ない戸と考え，外貌=実体という単純な見方には反
発していた。彼女はレンプラント同様骨相学に関心をもっていたが，ラスキンの Modern
Painters (1846)の影響を受けて， I善・悪，再冨を露わすには，芸術家は経験的な骨相学を精
神的直観力で補わなければならなし、」と考えるようになった9)。コジモはエリオットの視点の
実践者として，登場人物の道徳的葛藤とその変化を顕す肖像を撞いでしぺ。第 4章， i第一印
象jで，フィレンツェに漂流してきたばかりのギリシャ入，ティートは，床屋ネッロの自に
やって来る。ロレンツォー・メディチの計報を開いて要人たちがそこに集まっていたが，彼の
美貌はまず画家コジモの興味をひく。彼は，老プリアモスを欺くシノンのそデノレにぴったりだ
と亘観するが，床屋のネッロはティートの「大天変方、ブリエノレ〔夕、、・ヴインチ作)のようにj
美しい顔は擾れた人格の印とみて，そこに揺れた「裏切り者」の影を見ず，若きバッカスか，
アポロンのモデルにこそふさわしいとみる。コジモは f完全な裏切り者というのは悪の痕捗を
留めない顔でなければならなし、一一一えくぼを浮かべてほほえみながら唇は嘘をつく一一一目は璃
議のように深い輝きをたたえ，いかなる悪行にも濁らされることはなし一一人殺しをしても頼
はこけたりしないものだj と反論する。コジモは，小説の中で， iバッカスとアリアドネの勝
利J，盲目の学者ノくノレドーと娘ロモラをモデルにした「オイディプスとアンティゴネjなど数枚
の絵を措くが，ティートの注文絵の寓意が，後述の， uミドルマーチJとよ七べる意味でも特に重
要である。
18章で，ロモラとの婚約がととのい，ティートは彼女への贈物として， 2人をモデノレにし
て，オウイディウスの「バッカスとアリアドネの勝利一というモチーフの装飾画を依頼する。
バッカスの横には， i彼から黄金の冠を戴いて，女神の仲障入りをする金髪のアリアドネ
を……頭上には蓄薮の花を射るキューピッドJを配してほしいとし、う o U転身物語j]3巻，およ
びg巻にはlm，少年バッカスは，海豚に変えられた本夫，虎や山猫，豹などを従えてナクソス
島に着く。テセウスに量き去りにされたアリアドネを愛したバッカスは， i彼女の上に不誠の
星のかがやきをあたえようとして，彼女の頭から冠をとり，天空に投げ島げた。すると，冠
は・一一-きらめく星となった。」と記されている。バッカスによって海豚に変身させられた水夫
のように，ロモラを決楽に身を委ねるニンフに変えようという寓意がある。
テセウス・バッカス・アヲアドネ神話を措いた有名な絵は沢山あるが，エワオットが実際に
美備態で、見た可能性のあるもので，例えば，アラノレデ宅 4の「ナクソス島のアリアドネ 〈アムス
テノレダム国立美術館〉や，ティツィアーノの「パヅカスとアリアドネJ(ロンドン，ナショナノレ
・ギャラリー)などが考えられるが，おそらく彼女立後者を念頭においているのであろう。前
者にはテセウスに捨てられたアヲアドネと船があるだけで，バッカスの姿はない。ティツィ
アーノの絵には，アザアドネに投げた王冠は星となり船から下りたば力通りのバッカスの足下に
は水夫や豹がし、て，バッカスがアリアドネに求婚する直前の姿が描かれている。アリアドネは
去りゆくテセウスの船を追うように身を乗り出しているが，顔はバッカスの方をみている。
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ティツイアーノらしく光と美しい色彩が官能的な雰囲気の中で微妙に混ざりあう音楽のようで
あり，エリオヅトが心に描いたのはこのようなものではなかっただろうか。
コジモはティートの注文した「バッカスとアリアドネjの寓意を画家らしい目で見抜いてい
る。盲目の父と孝行娘をテーマにした「コロノスのオイディプスとアンチゴネ」のモデルにこ
そふさわしいと思っているので，アンティゴネをアリアドネに移入すつもりでいる。ピエロ
は，ティートをバッカスらしく描くには「恐怖の表情を取り除かねばならなし、Jと考えるが，
バッカス(ティート〉の絵姿から恐怖の表情を消し去ることはできない。画家は「恐怖」の実
体をキャンパスの上で追い求め，それを見て，ロモラは夫の暗い秘密を知ってし、く。「悪行につ
きまとう恐怖の念は，復習の女神ネメシスへの畏れJであり， 1欲望を制する道徳、律の発見への
第一歩で……魂の後見役となるJ(ch.ll)一一一エリオットはこのようにコメントしている。
婚約式当日，ティートは 12人の結婚生活の美しい象徴」として「バッカスとアリアドネの
勝利」をロモラに贈る。
， . . . theship on the calm sea， and the ivy that never withers， and those Loves that 
have left off wounding us and shower soft petals that are like our kisses; and the 
leopards and tigers， they are the troubles of your life that are al quelled now; and the 
strange sea monsters， with their merry eyesー letus see-they are the dull passages in 
the heavy books， which have begun to be amusing since we have sat by each other." 
(Ch. 20.) 
柔らかし、花びらを降らせるキューピッドや，ロモラを苦難の人生から救うバッカスをみて，
「ああ，これはあなたなのね! そして，わたしはアリアドネ，あなたがわたしに王冠を授け
てくださっているところね!Jと感激する。婚約式は謝肉祭の最後の週に当たり，広場ではロ
レンツォ・メディチ創案の，歌いながら歩く仮面行列が行われている。 13章でティートが
リュートを奏でながら歌う「謝肉祭のための酒神バッカスとその妻なるアリア γネ(ロレン
ツォ作詞)Jが伏線となっていることは言うまでもない。
やがて， iアリアドネは退位する。J(ch. 36)ティートの裏切りにより，ロモラはようやくこ
の絵の寓意に気づき， 12人の美しい結婚の象徴」は「哀れむべき瑚り」であったと知るのであ
る。「勝ち誇ったバッカスは……王冠を戴いたアリアドネをとらえJ1陽気な目の海豚」は怖ろ
しい限付になっていた。「ロモラは見慣れた絵姿を今更ながら，苦々しい，嫌悪感で眺めJ，
「すっかり変身した」自分の姿を見て「なんと愚かなアリアドネ!Jと叫ぶのである。
美青年ティートが出世欲のためロモラや彼女の父を裏切ったのみならず，名誉のためには恩
人の命さえ犠牲したほどの悪人であるのに，エリオットは，彼には悪気はなく，根は善人であ
ると弁護するのは，美少女へティを虐めた女性心理の合わせ鏡ともいうべき作者の心の内であ
ろう。
エリオットは， ~ミドルマーチ』の第 6 章で， i一滴の水を顕微鏡で見てもわれわれの下す解
釈はいたってお粗末なものであろうjと謙遜しているが，さすが最大傑作 Fミド、ルマーチ』は視
覚的にみても『アダムJや『ロモラJより碗曲的かつ強烈，そして蜜雑微妙になっており， I一滴
の水を顕徴競で見る」ことによって作者の屈折した内面が露れ，全体の構留が明らかになる。
たとえば， 19章で，新婚旅行中のドロシアが，ライフワーク f神話学体系」完或のため，図
書館通いに余念のない夫カソウボンに置き去りにされ，一人ヴァチカン美衛館を歩いている場
面である。少し長いが，エリオットの担覚的工夫がもっとも効果的にかつ彼女自身の心象現景
を絶妙にのぞカ通せていると思われる場面を引用する。
One fine morning a young man whose hair was not immoderately long， but 
abundant and curly， and who was otherwise English in his equipment， had just turned 
his back on the Belvedere Torso in the Vatican. '" He was sufficiently absorbed not 
to notice the approach of a dark~eyed ， animated German who came up to him and 
placing a hand on his shoulder， said with a strong accent， 
will have changed her pose." 
Quickness was ready at the call， and the two figures passed lightly along by the 
Meleager towards the hall where the reclining Ariadne， then called the Cleopatra， lies 
in the marble voluptuousness of her beauty， the drapeηr folding around her with a 
petal~like ease and tenderness. They were just in time to see another figure standing 
against a pedestal near the reclining marble: a breathing booming girl， whose form， 
not shamed by the Ariadne， was clad in Quakerish grey drapery; her long cloak， 
fastened at the neck， was thrown backward from her arms， and one beautiful 
ungloved hand pillowed her chee主， pushing somewhat backward the white beaver 
bonnet which made a sort of halo to her face around the simply braided dark~brown 
hair.‘. . But she became conscious of the two strangers， ... and， without looking at 
them， immediately turned away to join a maid~servant and courier. 
“What do you think of that for a fine bit of antithesis?" said the German. .. . 
“There lies antique beauty， not corpe~like even in death， but arrested in the complete 
contentment of its sensuous perfection: and here stands beauty in its breathing life， 
with the consciousness of Christian centuries in its bosom. 
作者は3人の登場人物の名蔀を明かさない。巻き毛の美しいイギリス人らしい青年が，ヴァチ
カン美街館の「ベノレヴェデーレのトルソ-! Vこ背を舟けて，遠望を見ながら，隣接する円形の
控えの間に立っている。復は，ドイツ人の語家に一人の女性に注目するよう促されて，彼女の
後を追うように広間へ向かう。そこには「横たわるアワアドネーーが，大理石ながら艶かしく
横たわっている。横の台産にはアリアドネと並べても遜色のない豊満な肉体をクエーカー教徒
のような灰色の裁に包んだ女性がし、た。青年画家はアワアドネ像の「死んでいるのに屍で誌な
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写真 1 横たわるアリアドネ
写真2 ベノレヴェデーレのトルソー
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く，完壁な感覚の美に満足している古代の美Jと， rキリスト教的アンチゴネー」ともいうべき
ドロシアの「精神的構熱によって抑圧された感覚の力」とのコントラストへ誘う。われわれも
しばし立ち止まり， ド、ロシアと「アリアドネJ(写真 1) ，そして「ベノレヴェデーレのトル
ソ-J (写真2)を背にしたウィルの姿を観て強烈な雷撃を受ける。彼女が誰であるか青年画家
は知らないG しかし彼は，芸祷家らしい自で彼女に潜在する官能性を直観する。ベノレヴェデー
レの S角形の中震む小田郡罵辺は， I眠れるアリアドネJ，へラクレスといわれる fベルヴェ
デーレのトルソーJ，Iラオコーン群議J，rベルウ、、ェデーレのアポロンム「メレアグロスJ，r湯
浴みするヴィナスJ， Iクニドスのアフロディテんなど吉代ギリシャ・ローマの影刻を納めた
陳列室で典型的な生身の人間の男性美と女性美の裸橡が並んでいる。
「トルソ -Jはミケランジェロが感激してそのモチーフをメディチ家の礼拝堂のけだるく横た
わる「昼」の寓意像に利用した部分像で、あり， IベノレヴェデーレのアポロンJ(写真4)はふと
足を止めて遠望を眺めている瞬間〈ウイノレと同じポーズ〉を表現しているところに特徴のある
作品で， rクニドスのアフロディテJ(写真 3)はアテネの彫刻家プラクシテレスが初めて女神
写真3 クドニスのアフロディテ 写真4 ベノレヴェデーレのアポロン
一回一
を裸の姿で表現したものである。
花婿でありながら不能の初老の夫 しかも彼は決して発見することのないであろう“a
key to al mythology"を求めて甲斐なき麗争を試みている-ーによりドロシアは性的に昌覚め
ることはない。しかも，「迷路に棲むjカソウボンは，ラピュリントスの奥でドロシアという生
け費を求めるミノタウロスでもある。諌列室の fアポロンj対 7ヴィーナスj および「ベノレ
ヴヱデーレのトルソー」対「讃たわるアリアドネj は，ウイノレと聖女ドロシアち愛の前触れを
暗示する。舞台となっているヴァチカン美指館の特にこのあたりは，ローマ・カトリック教総
本山にありながら，異教徒の人間賛歌の自由な気成を典型的に顕した世界的な名声をもっ作品
群の陳列室であり，エリオットが，分身ドロシアの官龍の芽生えの場をここに選んだことはき
わめて重要な意味をもっ。妻子あるノレイス CG.H.Lewes)との同棲によりヴィクトザア社会か
ら閉め出されたエリオットの挑戦であり，岳分の小説におけるヴィクトリア朝的道密観を揺れ
蓑にした一見体制派作家にみえるエリオットわ密かなる自己表現であったかもしれない。 Fミ
ドルマーチ』が「大人のために書かれた数少ない英国小説の一つで島りJ11) ，これほど「繰り返
して読むべき価値の怠る英関小説は滅多?こなしづ12) と言われる所以がこのような点からも納得
できるように思われる。
以上エりオットの 3つの作品を中心に規覚的アプローチを試み，作者の内面を探り出したつ
もりである。新たなる展開を示すであろう『フェヲックス・ホールト~ (Felix Holt)と最後の
大作『ダニエル・デロンダ~ CDaniel Deronda)は紙面の都合で次回に譲ることtこする。
お わ り
この論文は1994年度帝塚山学麗特別研究費の助成による研究成果の一部である。紙上を措り
てお字しを申し上げる。
注
1) Local Havitations: Regionalism in Early Novels 0/ George Eliot (Cambridge， Massachusetts， 
1970)， p. 102. 
2) George Eliot Letters， ed.， Gordon S. Haight (London. 1954)， I. p.451. 
3) Reva Stump， Movement and Vision in George Eliot' sんrovels (Seattle， 1959)， p.59. 
4) Robert Speaight， George Eliot (London， 1954)， p.45. 
5) Walter AlIen， The English Novel: A Short Critical History IFイギリスの小説，下』和知誠之助也
共訳〈文理， 1977) p.7. 
6) lbid.， p.9. 
7) Gordon S. Haight， George Eliot : A Biography (Oxford， 1968)， p.326. 
8) Middlemarch， ch. 1. 
9) Hugh Witemeyer， George Eliot and the Visual Arts (New Haven and London， 1979)， p.55. 
10) オウイディウス?転身物語~ (Ovidius， Metamorphoses)司中秀夫，前田敬作訳， (人文書院，1778)，
p. 113. p. 140. 
11) G. S. Haight， ed. : A Century 0/ George Eliot Criticism (Boston， 1965)， p.187. 
- 69-
12) G. S. Haight: George Eliot， A Biography (Oxford， 1968)， p.444. 
テキスト辻
George Eliot， Adam Bede (The Writings of George Eliot， Kew York: AMS Press， 1970) 
George Eliot， Romola (The Writings of George Eliot， N ew Y ork : AMS Press， 1970) 
George Eliot， Middlemarch (The Writings of George Eliot， New York: AMS Press， 1970). 
-70 -
